
令和６年第 13回玉野市教育委員会 会議録 

   

Ⅰ 期 日   

 令和６年９月26日（木）   

   

Ⅱ 会議時間   

 開会時間：15時55分   

 閉会時間：17時00分   

   

Ⅲ 出席委員   

 教育長 多田 一也 教育長職務代理者 二宮 崇  

 委員  三宅 英次 委員  横山 純子  

 委員  小野 文子   

   

Ⅳ 欠席委員   

    

   

Ⅴ 説明のため出席した職員   

 教育次長 小﨑 隆   

 教育総務課長 琵琶 学 学校教育課長 的場 佳代  

 就学前教育課長 片山 琢巳 社会教育課長 寳藏 光辰  

    

  （書記）清山 智保   

   

Ⅵ 会議内容   

 １ 開  会   

  

 

 ２ 前回会議録の承認 

（１）令和６年第12回教育委員会会議（令和６年８月21日）の議決事項等について 

   教育長の報告：都市教育長会議の協議内容について 

   議 事：議案第34号 玉野市立体育施設条例等の一部改正について 

   協 議：なし 

   報 告：全員協議会について 他１件 

（承認） 
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 ３ 教育長の報告  なし 

 

  

 

 ４ 議  事  なし 

 

  

 

 ５ 協  議   

（１）令和５年度教育委員会の事務に関する点検評価報告書（第１稿）について 

 （教育総務課長）  資料により説明 

           昨年度から大きく変わった点は、玉野市教育振興基本計画（総合

計画分野別計画）に基づき実施する施策として、教育行政重点施

策を策定しており、この中の主要事業について点検評価を行うこ

とにしております。市全体の行政評価として事務事業評価を行っ

ているため、教育行政重点施策に掲載している事業の点検評価に

ついても、行政評価の一環として行うこととした。今までは自己

評価ということで各課の主観でＡＢＣなどの評価を行っていた

が、今年度から行政評価の基準で評価している。評価について

は、妥当性、有効性、効率性などの評価視点から総合的な評価を

行っている。令和５年度主要事業の点検評価事業一覧の中の星印

をつけているところに関しては、令和６年度からこどもみらい課

に移管している事業となるため、評価はこどもみらい課で実施し

ている。 

 （三宅委員）    以前はどのようにして評価をするのか、評価に至った内容につい

て曖昧な部分があったが、改善されてより客観的な評価になった

と思う。教育に関する事業評価は難しく、Ａ～Ｄをつけるために

経緯はどこをみればわかるか。 

 （教育総務課長）  点数化して自動的に何点以上でＡとかＢというものではなかった

と思うが、確認しておく。 

 （三宅委員）    「放課後児童クラブ管理運営事業」は、評価がＡとなっている

が、事後評価を見ると、課題がマイナス面が多いのに評価はＡと

なっている。たとえば、評価がＡならば具体的に成果をしっかり

書いて、でも課題もある、という書き方が妥当なのかと思う。 

 （教育総務課長）  放課後児童クラブについては、保護者のニーズが高い事業であ

り、妥当性、有効性は高い。しかし、課題はあるので、次年度に

向けてしっかりやっていく必要があるということだと思う。 
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 （社会教育課長）  放課後児童クラブは、保護者のニーズが非常に高い。妥当性、効

率性、有効性がそれぞれ高い状態である。評価としては、高くな

るが、ニーズが多ければ多いほど課題も出てきている。 

 （教育総務課長）  総合評価は、翌年度の事務事業の進め方として何が適切かを考え

て評価しているものになる。 

 （三宅委員）    直接評価とは関係ないが、県のＰＴＡ連合会が今年度末をもって

解散ということだが、学校のＰＴＡの現状を教えてもらいたい。 

 （社会教育課長）  市のＰＴＡ連合会というのは今もある。県のＰＴＡについては、

数年前に脱退している。昔からある課題としては、単位ＰＴＡの

加入未加入に伴う会費の支払いなどがある。市ＰＴＡ連合会の会

費については、学校に在籍している子どもたちの数で計算してお

り、加入未加入関係なく、単位ＰＴＡから会費を徴収している。

これを見直しをする必要があるのではないかということで、方法

については連合会の中で検討中である。会費の使い方について

も、役員も減ってきて、事業を続けていくのが難しくなるため見

直しをする必要がある。今後、適正規模化を進めていくタイミン

グで、準備委員会の中でＰＴＡをどうするか、それぞれのＰＴＡ

の積立金のレベルが違うため、その積立金をどうしていくかにつ

いては、単位ＰＴＡの中で話をしてもらう必要がある。市ＰＴＡ

連合会も単位ＰＴＡもお金の面で過渡期を迎えているように思

う。 

 （三宅委員）    ＰＴＡに入りたくない保護者が多い学校もあるのか。 

 （社会教育課長）  ある。例えばこの学校は 200人いるから 200人分の市ＰＴＡ連合

会への負担金を求めても、実際の加入者が半分しかいなかったら

単位ＰＴＡの負担になってしまう。それもいかがなものかと思っ

ている。また、ＰＴＡに加入しなかったから恩恵が得られないと

いうのもどうなんだろうというところもあるため、どういう判断

をしていくか、会長と話をしているところである。 

  

 

 ６ 報  告 

（１）令和６年度９月補正予算（教育委員会関係分）について 

 （教育総務課長）  資料により説明 

 

（２）玉野市立学校適正規模・適正配置にかかる児童アンケートの実施について 

   非公開事項のため、会議録は公表しない。 
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次回、教育委員会定例会は令和６年10月10日（木）15：30から開催するので参集願う。

以上で、令和６年第13回教育委員会を閉会する。 

  

 

 

 

 

 

 

会議録調整者 書記 清山 智保 

会議録署名委員 教育長 多田 一也 

 教育長職務代理者 二宮  崇 
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